
「神宿る島」宗像・沖ノ島関連遺産群について

むなかた大学のまちゼミナール

公 開 講 座

裏面に公開講座の情報があります

　この度、「宗像・沖ノ島と関連遺産群」が、2017

年の世界文化遺産登録を目指す国内推薦候補に選定

されました。この機会に「世界遺産」についてもっ

と広く知り、もっと深く学ぶことができるよう、そ

れぞれの大学の専門性を生かした公開講座を企画し

ました。

　宗像市内の三大学と二高校、そして宗像市で構成する「むなかた

大学のまち協議会」は、地域と大学等が一体となった魅力ある「大

学のまち」を創るため、お互いに連携、協力しています。

　その一環として「むなかた大学のまちゼミナール」を実施。統一

テーマでの公開講座をはじめ、ひとづくり、まちづくりに大学のチ

カラを活かす事業に取り組んでいます。
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会　　員：福岡教育大学
　　　　　日本赤十字九州国際看護大学
　　　　　東海大学福岡短期大学
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　沖ノ島は、4世紀後半から 9世紀末にかけて、外国との交流の成功と航海の安全を祈る祭祀が行われ

た島です。日本固有の信仰に基づく祭祀の移り変わりを知ることができる唯一の貴重な遺産です。また、

現在まで信仰を受け継いでいる宗像大社と、祭祀を支えた宗像氏と海の民の墓である新原・奴山古墳群

も、沖ノ島の祭祀と関係がある遺産として重要です。
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